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附属図書館付設教材開発センターの設置目的
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/

平成23年度（2011年4月）に設置

ICTを積極的に活用した質の高い電子教材の提供による教育の質の向上
– 教員が電子教材を作成する際の支援
– センター独自の革新的な教材の開発（例：3次元CGを活用した対話型電子教材）
– 効果的な教育方法の提案
– 大学図書館の教育への関与

具体的な活動
– 授業等の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開
– 3次元CGを活用した電子教材の開発と提供
– 教材開発技術や著作権等に関する講習会の実施

効果
– 学生が、何時でも、何処でも、自律的に、自分のペースで、自由に学習することが
できる環境の整備 ＝＞ 自学自習：アクティブラーナー

– 教員にとっては、講義時間を有効に活用し工夫を凝らした講義の実践
＝＞ 反転授業(Flipped Classrooms)，融合型学習(Blended Learning)

連携事業
– 多くの教室や主要な共用スペースで使える教育用無線LANの整備
– H２５年度入学生よりBYOD（Bring Your Own Device）による学生PC必携化

解説） CG: Computer Graphics

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/
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講義等ビデオ教材の制作

解説） OCW: Open Course Ware （インターネット公開教材）
MOOC: Massive Open Online Course （大規模オープンオンライン講座）

授業の録画とそれらを編集した講義ビデオ教材の公開

MOOCの取り組み 代表的研究者紹介ビデオの制作
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ICT活用電子教材の開発事例
（パート１：H23～25年度）

電子教材開発者向け講習会ホームページ+iBooksサンプル教材
多言語学習Web教材（表現集）
（言語文化研究院教員との協働）

骨学Web(2D版)教材（病院地区教員・学生協働）

骨学Web(3D版)教材（病院地区教員・学生協働）

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/howto_make

多言語学習Web教材（会話集）
（言語文化研究院教員との協働）

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/FL-Multilingual/

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/bones/AllBody.htm

http://contsrv.icer.kyushu-

u.ac.jp/web/PPP/webgl/bones/loader_objmtl_minna.html

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/howto_make
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/FL-Multilingual/
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/bones/AllBody.htm
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/webgl/bones/loader_objmtl_minna.html
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細菌学学習用タブレット教材
（病院地区教員・学生協働）

拡張現実感(AR: Augmented Reality)を用いた教材開発支援
システム

WebGLを用いた3Dコンテンツ閲覧
システム

看護部・看護実践力ブロッサム開花プロジェクト：看護師学習用インタラクティブ教材開発支
援

Handbookコンテンツ

Androidアプリ、公開

ICT活用電子教材の開発事例
（パート2：H23～25年度）

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/pandp.apk

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/webgl/webgl_viewer/smooth_heart.html

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/pandp.apk
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/webgl/webgl_viewer/smooth_heart.html
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解剖学学習用タブレット教材
（病院地区教員・学生協働）

図書館サービスの学習用教材

日本史学対話型Web教材（文学部教員・学生協働）

Androidアプリ、公開

ICT活用電子教材の開発事例
（パート3：H26年度～）

平安時代の宮中儀礼：官奏

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/Kanso20160129/Gosyo_Flat_20160129.html

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/sugoroku.apk

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/Kanso20160129/Gosyo_Flat_20160129.html
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/sugoroku.apk
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中国文学対話型教材（文学部教員・学生協働）

日本史学対話型Web教材（文学部教員・学生協働）

Androidアプリ、公開予定

ICT活用電子教材の開発事例
（パート４:H27年度～）

平安時代の宮中儀礼：除目

放射線治療シミュレーション教材開発支援

鴻門之会（漢文）

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/OkadaLab/RadioTherapy/past-

system.mp4

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/OkadaLab/RadioTherapy/past-system.mp4
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ヘルスケアe-Learning教材（キャンパスライフ・健康支援セ
ンター教員）

日本語学習漢字教材（留学生センター教員）

ICT活用電子教材の開発事例
（パート５:H29年度～）

放射線治療トレーニング教材（医学部教員・学生協働）

IoTセキュリティ学習教材（サイバーセキュリティセンター共同）

360度VR画像教材

VR教材

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/3RESQ-P/StudentLifeSelfCheck20171106/

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/SICORP/SmartBandH_VR/

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/QKANJI201803/ http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/OkadaLab/RadioTherapy/HoloLens.mp4

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/SICORP/SmartBandH_360VR/

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/3RESQ-P/StudentLifeSelfCheck20171106/
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/SICORP/SmartBandH_VR/sh2017.html
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/QKANJI201803/
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/OkadaLab/RadioTherapy/HoloLens.mp4
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/SICORP/SmartBandH_360VR/img_test.html
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ICT活用電子教材の開発
（H30年度～英語化）

骨学Web(2D版)教材（病院地区教員・学生協働）骨学Web(3D版)教材（病院地区教員・学生協働）

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/bones/AllBody.htm
http://contsrv.icer.kyushu-

u.ac.jp/web/PPP/webgl/bones/loader_objmtl_minna.html

細菌学学習用タブレット教材
（病院地区教員・学生協働）

Androidアプリ、公開

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/pandp.apk

解剖学学習用タブレット教材
（病院地区教員・学生協働）

Androidアプリ、公開

http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/sugoroku.apk

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/bones/AllBody.htm
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/PPP/webgl/bones/loader_objmtl_minna.html
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/pandp.apk
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/app/sugoroku.apk
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Web教材 => VR/AR教材

EPSON Moveiro BT-300 smart glasses

htc VIVE

3DVR goggle + Poskey blue-tooth gamepad
MS Hololens
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歯科治療トレーニングシステム

医療系トレーニングシステム

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/OkadaLab/Movies_mp4_Phantom/Phantom_IB.mp4

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/OkadaLab/Movies_mp4_Phantom/Phantom_IB.mp4


電子教材開発者向け講習会

ICERにおけるMOOC講座の概要

2019/12/26

九州大学附属図書館付設教材開発センター

准教授

大井 京（みさと）

1



2

九州大学附属図書館
付設教材開発センター
（ICER: 

Innovation 
Center for 
Educational
Resource）
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JMOOC http://www.jmooc.jp/

http://www.jmooc.jp/


https://www.jmooc.jp/faq/users-support/

https://www.jmooc.jp/faq/users-support/


九大MOOC講座
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https://www.jmooc.jp/about/

https://www.jmooc.jp/about/


「2019 豪雨災害とその対策」の例
第1週 自然災害と防災

1. 自然災害

2. 防災と減災

3. 防災と情報

4. ハザードマップ

5. 防災への取り組み

第2週 豪雨災害の特徴（平成29年7月九州北部豪雨災害からの経験）

1. 風水害

2. 土砂災害

3. 平成29年7月九州北部豪雨災害（被害の概要とその原因）

4. 平成29年7月九州北部豪雨災害（川の被害と流木被害）

5. 平成29年7月九州北部豪雨災害（土砂災害）

第3週 災害からの復旧・復興

1. 復旧と復興

2. 災害復興計画（朝倉市と東峰村）

3. 災害リスクコミュニケーション

4. 災害タイムライン

5. 災害を風化させないために（東峰村災害伝承館）

8



PVと講座コンテンツ例
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【PV】
https://www.youtube.com/watch?v=Iw6Kyva_Ayk

【コンテンツ】
https://youtu.be/cYgmT8SL2aQ

https://youtu.be/cYgmT8SL2aQ
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九大MOOC講座 修了率
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受講者の職業（2019年 豪雨災害とその対策）
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受講後アンケート
• 業務と関連して受講した
との回答が複数
• 土木コンサルタント
• 技術士の試験
• 建設コンサルタント



受講者の職業（2018年 昆虫学入門）

14



MOOC講座修了と事前・事後アンケート回答
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事前事後非回答

事前回答事後非回答

事前非回答事後回答

事前事後回答

96%

非ログイン

事前事後非回答

事前回答事後非回答

事前非回答事後回答

事前事後回答

33%

修了者
(n = 413)

非修了者
(n = 320)

47%

18%



事前アンケート（モチベーション）
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6 以前から本講座のテーマに興味がありましたか。
7 本講座から学べる限りのことをできるだけ学びたいと考えていますか。
8 本講座の内容はご自身にとって意義があるものと思いますか。
9 本講座の内容は興味深いですか。
10 本講座を開始することが楽しみですか。

A 非常に当てはまる
B かなりあてはまる
C やや当てはまる
D どちらでもない
E やや当てはまらない
F あまり当てはまらない
G まったく当てはまらない

De Barba et al. (2017)のモチベーションに関する質問を翻訳し、
実施

回答は7件法
A → 7

B → 6

C → 5

D → 4

E → 3

F → 2

G → 1

左記のとおり変換



修了・非修了者のモチベーション
（事前アンケート回答者のみ）
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END
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教材開発センターの所管する
動画活用事例 

教材開発センター 
助教 

芳賀 瑛 



動画コンテンツの分類 

授業利用 教育改善 講習会・セミナー 

教材開発 イベント 広報 



動画コンテンツの分類 

22% 
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17% 
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14% 

２０１８ 

授業 

教育改善 

講習会・セミナー 

教材開発 

イベント 

広報 



高大連携事業教材ビデオ 

• 九州大学未来創成科学者育
成プロジェクト（QFC-SP） 

• グローバルな科学的思考力
を持つ人材の育成 

• 復習用の講義ビデオの制作
と配信、また、各種の教育
データの分析 



代表的研究者紹介ビデオ 

• 九州大学を代表する研
究者を部局ごとに紹介 

• 第一期26人分終了 
第二期27人分制作開始 

• 1動画2分前後の視聴時
間を想定して制作 

• 視聴率データ 

平均視聴時間 (分) 平均再生率（%） 視聴時間/動画本来の時間（%） 

全体 1.19  36.44  36.24  

日本語版 1.37  41.89  41.69  

英語版 1.28  39.17  38.97  



新しい技術を用いた教育支援 

• 視聴ログ取得可能な動画プレイヤー環境 

 

• 360度VRカメラと機械学習を使用した 
グループワークにおけるパフォーマンス 
評価システム 



視聴ログ取得可能な動画プレイヤー環境 

• 視聴動画ごとの再生、停止、
シーク時などの日時分を取得
可能 

• IDを割り振り個人ごとの視聴
データが取得可能 

• 視聴ログは各教員に提供可能 
 

http://rpv.icer.kyushu-
u.ac.jp/pv/index.html?stuid=tanaka#0000002 



360度VRカメラと機械学習を使用した 
グループワークにおけるパフォーマンス 

評価システム 



360度VRカメラと機械学習を使用した 
グループワークにおけるパフォーマンス 

評価システム 



360度VRカメラと機械学習を使用した 
グループワークにおけるパフォーマンス 

評価システム 

１・各話者の発言時間、回数を 
  音声と顔画像データから特定 

２・ディスカッション中の表情分析から、 
  参加者の態度(ポジティブ、ネガティブ)  
  を推定 

  笑顔、うなずきの回数をカウント 

 



360度VRカメラと機械学習を使用した 
グループワークにおけるパフォーマンス 

評価システム 

３・音声データから各話者の発言内容の文字起こし 

４・文字起こしを元に、ディスカッション時に出現した  

   単語の出現回数と共起ネットワークを図示 

５・前話者の流れを受けて次の話者が話をしているかの判定 



360度VRカメラと機械学習を使用した 
グループワークにおけるパフォーマンス 

評価システム 

(開発中) 

６・発言内容の意味分類（発話データを位置ベクトルに変換、
3軸上に座標としてプロットし、発話同士の距離を見る） 

７・教員、または参加学生によるディスカッションの評価点
を正解データとして保存し、機械学習にかけることで、ディ
スカッションの動画を入れただけで、そのディスカッション
を自動的に評価する機能 



今後の課題と展望 

• 授業利用、教育改善を目的としたコンテ
ンツ開発と利用の拡大 

 ⇒全学的なICT活用教育のニーズ調査 

 年2回実施中(6月・11月) 

 ⇒教材の素材制作の段階から支援 

• 開発したシステムの実証実験展開 

  



ICTを活用した電子教材
の開発

九州大学・附属図書館付設教材開発センター

石 偉
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概要

1. ３次元CGを活用した電子教材
– 日本史教材の開発

• 宮中儀礼・除目

– 中国文学教材の開発
• 「史記・荊軻列伝」

2. Linked Data技術を活用したクイズゲーム
– Linked Dataに基づいてクイズの自動生成フレームワーク

– 中国語クイズ、病理学クイズ、…

3. 学生のログデータの収集と分析



３次元CGを活用した電子教材の紹介

• 日本史・宮中儀礼

– 人文科学研究院の坂上康俊教授と共に宮中の儀式を再現す
る教材の開発に取り組む

– 宮中の儀式の様子を紙の媒体だけで学習するのではなく、３
次元 CG アニメーションを見ながら学習できる

– 種々の故実書や論文等から情報を収集し内容の精査を行い
、紫宸殿・陣座・清涼殿の三つの建物の形状モデル作成

– 大臣・大弁といった登場人物の振る舞いの定義を坂上先生と
研究室のスタッフ・学生と協働で実施

– http://contsrv.icer.kyushu-

u.ac.jp/web/Jimoku_syonichi/index.html

2

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/Jimoku_syonichi/index.html


日本史・宮中儀礼 除目（初日）

3



３次元CGを活用した電子教材の紹介

• 中国文学・史記
– 九州大学人文科
学研究院の先生
や学生の方々と
の連携活動の一
つとして、高校生
を対象とした「史
記・荊軻列伝」の
漢文を効果的に
学習できる教材

– ２次元と３次元CGの組み合わせで再現する

– 細かい部分は２Dイラストで再現する

– 白文、書き下しと現代語訳を対照し、動画を見ながら勉強できる

– http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/Shiki/index.html

4

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/Shiki/index.html


教材開発中に使った技術の紹介

• ThreeJS

• ウェブで３D環境と３Dアニメーションの再生を実現できる

• WebGLのAPIで、Web標準技術

• 通用性が高い

• Cross-platform

• Blender

• 3Dモデルの構築と動画作成の無料ツール

• 作った動画をColladaファイルに変換し、ThreeJS環境に導
入し、再生できる
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３次元CGを活用した電子教材の利点と欠点

• 利点
• ストーリーをわかりやすく勉強できる

• ウェブアプリなので、パソコン、タブレット、スマートフォンなど
手軽に勉強できる

• 欠点
• ３D動画の作成は時間がかかる

• 細かい表情など３次元CGで再現しにくい

• 動作が多くなるとシステムは重くなる

6



Linked Data技術を活用した
電子教材の紹介
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http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp:3000/

（学内のみ公開）

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp:3000/contentsPage.html
http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp:3000/


Linked Data

• RDF tripleでデータを保存する (subject, predictとobject)

• 一般的なRelational Databaseよりデータ間の関係も含める
• 構造の自由度が高い
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Linked Dataに基づいてクイズの
自動生成フレームワーク

9

RDF 

Data Set

①スキーマ
抽出

②ページテンプレート作成



フレームワークの利点と欠点

• 利点
• クイズ資源の再利用は可能

• クイズの選択肢の変化が多い

• ユーザの学習データの収集機能がある

• データアイテム間の関係を活用し、探索的な出題を支持する

• 写真 → 細胞 → 組織 → … → 病気名 → 処置

• 欠点
• データ変換が必要

• クイズ問題ページのテンプレートを作成が必要
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学生の学習データの収集

• データの収集
• 正解率（成績）

• アンケート答え

• 操作記録

• JSON Type

• サンプル
• 中国文学アプリの
ログデータ
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学生のクラスターリンク

• K-Meansで学生をクラスターリンクする
– K-Means：非階層型クラスタリングのアルゴリズム。クラスタの
平均を用い、与えられたクラスタ数k個に分類すること

– 事前テスト成績と本テスト成績によるクラスターリンクする
• K＝４

– アンケート結果を加えて、もう一度クラスターリンクする
• K＝４

• 希望する結果
– 電子教材に興味がなく、成績がよい

– 電子教材に興味があり、成績がよい

– 電子教材に興味があり、成績がわるい

– 電子教材に興味がなく、成績がわるい

12

アクティビティパターン
を分析する



ログデータの可視化

• カメラ動線を可視化する
– 方法１：

• 空間でカメラ位置移動を線で表す

• 矢印はカメラの向き、矢印の長さはこの視点でキープした時間を表す

– 方法２：
• Z軸はページ番号を表す

• 操作の可視化
– X軸：ページ数； Y軸：時間； Z軸：操作
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データの分析

• Machine Learningを使って、ログデータを分析する
– SVM、KNNでログデータを分類する

– アンケート結果と成績によりクラスターリンクした結果で、操作
のログデータをラベルを付く

– 訓練した分類器を使って、テストする前に学生の成績を予測
する

– 学生に適当な操作を推薦する
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まとめ

1. ３Gアニメションを活用した教材はストーリーを直観的
に表現でき、学生たちが理解しやすくなる

2. Linked Dataに基づいたクイズは変化が多く、学生の
探索的な学習を支持できる

3. 学生のデータを収集と分析する
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